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している。
酒造原料米として使われるコメは、大きく

麹
こうじ

や酒
も

母
と

を作るための「麹米」「もと米」と醪
もろみ

を作るための米である「かけ米」の２つに分
類される。「麹米」「もと米」には品質のよい
麹を作りやすい「酒造好適米（農産物検査では
＜醸造用玄米＞）」が用いられることが多い。
純米酒や純米吟醸酒では、酒造好適米の使用
割合が高い。そのため、酒造原料米の使用数
量に対する酒造好適米の割合も上昇傾向にあ
る（第２図）。

2　流通ルートの変化
酒造原料米の約７割はかけ米として使用さ

れる。かけ米には酒造好適米ではなく主食用
と同じうるち米品種が多く用いられ、酒造会
社が調達する際には加工用米制度の仕組みを
利用することが一般的である。加工用米制度
とは、清酒、焼酎、味噌、米菓等の加工業者

コメは主食用としておおむね年間800万ト
ンの需要があるとされているが、酒、味噌、
米菓等の加工原材料としても年間約75万トン
の需要がある。本稿では、加工向けのうち用
途別にみて最も多く使用されている酒造原料
米の最近の動向についてまとめてみたい。

1　酒造原料米の使用数量
日本酒の消費量は食生活や酒類の多様化お

よび健康志向等の影響を受けて減少しており、
清酒生産量は2002年から10年の８年間で△
30.6％減少している。しかし、消費者の高級
酒志向の高まり等から、清酒のなかでも醸造
アルコールを添加しない純米酒や純米吟醸酒
では消費量の減少は下げ止まっている。その
ため、純米酒、純米吟醸酒が清酒全体に占め
る割合は02年の12.1％から10年には16.1％へと
上昇している（第１図）。
酒造原料米の使用数量も清酒生産量と同様

の傾向にあり、使用数量（玄米ベース）は10年
で23万2,421トンと02年に比べて△29.3％減少
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酒造原料米をめぐる動き

資料 国税庁「清酒の製造状況等について」から作成
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（万トン） （％）

第1図 清酒生産量と純米酒・純米吟醸酒の
 割合の推移

02年 03 04 05 06 07 08 09 10

純米吟醸酒の割合（右目盛）
純米酒の割合（右目盛）

清酒生産量

資料 国税庁「清酒の製造状況等について」、農林水産省「米穀の農
産物検査結果」から作成

（注） 酒造好適米の収穫量は豊凶による影響が大きいため、第2図では
3か年の平均の値を示している。
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第2図 酒造原料米の使用数量と酒造好適米
 数量比率の推移

03年 04 05 06 07 08 09

酒造原料米使用数量

使用数量に占める酒造好適米の
比率（右目盛） （注）
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農商工連携事業等を活用し、生産者と酒造業
者、研究機関が連携して地域に根づいた日本
酒を開発、販売する新たな取組みの展開があ
げられる。秋田県では、JAと地元酒造会社が
連携し、地元産のあきたこまちをかけ米に100
％使用した純米酒の開発、販売に取り組んで
いる。
また、地域の自然条件に適した酒造好適米

を育成し、地域オリジナルの地酒を開発する
動きは90年代以降多くの地域でみられる。そ
のなかでも最近では、環境へも配慮した良質
な酒造りの取組みの展開に注目が集まってい
る。例えば、新潟県佐渡地域では「朱鷺と暮
らす郷づくり」認証制度、兵庫県豊岡市では
「コウノトリ育む農法」の基準を満たして生産
した酒造好適米を用いた日本酒の生産が定着
してきている。
高品質の酒を安定的に生産するためには、

酒造原料米にも量・質ともに安定した生産が
求められる。各産地では、農薬の使用基準等
の栽培ルールを守りかつ酒造適性の高い品質
を保つため、JAの生産者部会や地域の生産組
合が中心となって安定した栽培技術の確立を
目指している。また、酒造好適米は食用には
適さず酒造りにしか使えない。このため酒造
会社では、栽培契約した圃場のコメは全て買
い取ることで生産者の所得を確保したり、他
品種との混在を避けるために酒米専用のコン
バインを提供するなどの栽培の定着化に向け
た支援も行っている。
このように、生産者と酒造会社双方の理解

と協力のもと、良質な商品を安定的に生産し
供給する仕組みを構築していくことが地域全
体の活性化につながっていくと考えられる。

（こばり　みわ）

が原料米を調達するための主食用米とは異な
る流通ルートである。この制度を利用すると
加工業者は主食用米価格よりも安価に原料米
を仕入れることができる。また、生産者は、
加工用米として出荷すれば、飼料用米等の新
規需要米と同様に生産調整分としてカウント
することができる。
最近の酒造原料米をめぐる特徴的な動きの

ひとつとして、酒造向けの加工用米の流通ル
ートが大きく変化していることがあげられる。
03年産まで、加工用米を実需者に供給するル
ートは全国出荷団体（全農・全集連）の一元的な
販売に限られていた。しかし、04年の食糧法
改正によりJA等も実需者と直接取引ができる
ようになり、直接取引を進める生産者やJAが
増えている。直近における実需者の加工用米
の調達では、直接取引の割合が過半を占める
に至っているとみられる。
JA等の直接取引の割合が高まっている背景

には、酒造原料米は味噌や米菓等の用途向け
に比べて高い価格で取引できるため、JA組合
員である生産者の手取り収入確保につながる
こと
（注）
があげられる。また、「米トレサビリティ

法」の施行に伴い、11年７月から清酒や酒造
原料米にも産地情報の伝達が義務化されたこ
とから、酒造業者の側からも産地が明確に把
握できる直接取引へのニーズが高まっている
ことがある。

3　地域ぐるみの取組み
もうひとつの最近の特徴的な動きとしては、

（注）特定名称清酒（吟醸酒、純米酒、本醸造酒）には、
農産物検査で 3等以上の等級のコメを原料として
使うこととされている。一般的に、他の用途に比
べて、清酒向けの加工用米にはより高い品質が求
められる。
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